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財
政
悪
化
を
く
い
止
め

る
た
め
で
あ
れ
、
社
会
保

障
制
度
を
良
く
す
る
た
め

で
あ
れ
、
そ
の
手
段
を
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
求

め
る
こ
と
は
最
悪
の
選
択

で
あ
る
。

　

そ
の
大
き
な
理
由
は
三

つ
あ
る
。

負
担
原
則
に
背
く

消
費
税

　

第
一
は
、
消
費
税
が
負
担

能
力
の
な
い
人
に
も
負
担
を

求
め
る
、
加
え
て
、
負
担
能

力
の
乏
し
い
人
ほ
ど
に
重
い

負
担
を
求
め
る
、
弱
い
人
い

じ
め
の
税
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

財
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
く
と
、
勤
労
者
家
計
に

つ
い
て
、
年
間
収
入
階
級
別

の
消
費
税
の
負
担
額
と
負
担

率
を
試
算
し
た
数
値
が
記
載

さ
れ
て
い
る
（
図
表
１
）。

そ
れ
を
見
る
と
、
収
入
の
低

い
順
に
全
体
を
10
に
分
割
し

た
う
ち
の
第
Ⅰ
グ
ル
ー
プ

（
収
入
の
最
も
低
い
グ
ル
ー

プ
、
全
体
の
10
％
）
の
年
間

収
入
は
３
１
１
万
円
、
消
費

税
負
担
額
は
９
万
円
、
負
担

率
は
２
・
９
％
と
な
っ
て
い

る
。
以
下
、
収
入
の
増
え
る

に
つ
れ
て
負
担
率
は
下
が

り
、
第
Ⅹ
グ
ル
ー
プ
（
収
入

の
最
も
多
い
グ
ル
ー
プ
、
10

％
）
の
年
間
収
入
は
１
１
８

２
万
円
、
消
費
税
負
担
額
は

23
万
円
、
負
担
率
は
１
・
９

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

消
費
税
率
５
％
で
、
第
Ⅰ

グ
ル
ー
プ
と
第
Ⅹ
グ
ル
ー
プ

に
１
％
の
負
担
率
の
差
が
あ

る
。
税
率
10
％
に
な
る
と
そ

の
差
は
２
％
に
広
が
る
、
15

％
に
な
る
と
３
％
に
、
20
％

に
な
る
と
４
％
に
広
が
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

税
の
最
も
大
切
な
原
則
に

「
負
担
能
力
に
応
じ
た
負

担
」
と
い
う
原
則
が
あ
る

が
、
消
費
税
は
こ
の
原
則
に

真
っ
向
か
ら
背
く
税
な
の
で

あ
る
。

景
気
後
退
は
必
至

　

第
二
は
、消
費
税
が
中
小
・

零
細
企
業
経
営
に
厳
し
い
、

弱
い
企
業
い
じ
め
の
税
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

消
費
税
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
付
加
価
値
税
と
呼
ば
れ
て

い
る
税
を
模
倣
し
た
も
の
で

あ
り
、
企
業
の
付
加
価
値
、

単
純
化
し
て
言
え
ば
、
売
上

―

仕
入
、
す
な
わ
ち
粗
利
に

課
税
す
る
税
で
あ
る
。
粗
利

の
大
宗
を
成
す
の
は
人
件
費

と
金
融
費
用
と
純
利
益
で
あ

る
が
、
中
小
・
零
細
企
業
に

は
粗
利
か
ら
人
件
費
と
金
融

費
用
を
差
し
引
く
と
ほ
と
ん

選
挙
開
始
直
前
に
民
主
党
の

菅
代
表
と
執
行
部
が
打
ち
出

し
た
「
税
率
10
％
を
目
途
と

し
て
消
費
税
率
を
引
き
上
げ

る
」
と
い
う
政
策
の
影
響
、

と
見
る
ほ
か
な
い
。

　

消
費
税
率
の
大
幅
引
き
上

げ
と
い
う
政
策
が
選
挙
民
に

よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

し
て
掲
げ
た
こ
と
に
あ
る
。

鳩
山
政
権
か
ら
菅
政
権
へ
と

政
権
交
代
し
た
そ
の
後
の
内

閣
支
持
率
の
高
さ
、
民
主
党

支
持
率
の
上
昇
ぶ
り
な
ど
か

ら
す
る
と
、
参
議
院
選
挙
で

民
主
党
が
大
敗
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
敗
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

民
主
の
敗
因
は
消
費
税

　

参
議
院
選
挙
は
民
主
党
の

大
敗
で
あ
っ
た
。
獲
得
議
席

数
は
44
に
と
ど
ま
り
、
参
議

院
で
の
与
党
議
席
数
は
１
１

０
と
過
半
数
１
２
１
を
下
回

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

民
主
党
の
敗
因
は
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
を
政
策
と

ど
何
も
残
ら
な
い
と
い
う
企

業
が
結
構
多
い
。
そ
の
場

合
、
純
利
益
は
ゼ
ロ
な
い
し

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
法
人
税

な
い
し
所
得
税
は
賦
課
さ
れ

ず
に
済
む
が
、
消
費
税
は
そ

う
は
い
か
な
い
。
純
利
益
が

ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス

で
あ
っ
て
も
付
加
価
値
が
生

ま
れ
て
い
る
限
り
消
費
税
は

課
税
さ
れ
る
。

　

消
費
税
が
も
っ
と
も
滞
納

の
多
い
税
と
な
っ
て
い
る
ゆ

え
ん
だ
が
、
そ
の
税
率
が
例

え
ば
５
％
か
ら
10
％
へ
と
跳

ね
上
が
る
と
中
小
・
零
細
企

業
の
経
営
が
一
段
と
厳
し
く

な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
が
実
質
消
費
を
抑

え
、
景
気
を
悪
く
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
既
に
１
９

９
７
年
の
橋
本
内
閣
時
の
、

３
％
か
ら
５
％
へ
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
実

証
さ
れ
て
い
る
。
国
民
所
得

統
計
で
見
る
１
９
９
７
年
の

家
計
消
費
支
出
は
、
名
目
で

は
前
年
比
２
・
０
％
増
加
し

た
も
の
の
、
実
質
で
は
０
・

８
％
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、

こ
の
年
か
ら
の
景
気
後
退
の

大
き
な
原
因
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

景
気
を
悪
く
す
る
と
税
収

も
落
ち
る
。
税
収
増
を
狙
っ

て
消
費
税
率
を
引
き
上
げ

た
、
そ
の
結
果
と
し
て
か
え

っ
て
税
収
減
を
招
い
て
し
ま

っ
た
と
い
う
１
９
９
７
年
時

の
経
験
を
、
い
ま
一
度
か
み

し
め
て
み
る
必
要
が
あ
ろ

う
。

率
（
あ
る
い
は
法
人
実
効
税

率
）
が
高
い
か
ら
、
こ
れ
を

「
主
要
国
並
み
に
」、
あ
る

い
は
「
国
際
標
準
に
」
ま
で

引
き
下
げ
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

二
つ
は
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
日
本
企
業
の
国
際
競
争

力
を
強
化
す
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

三
つ
は
、
対
日
投
資
を
促

進
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

以
下
、
順
に
検
討
し
て
み

よ
う
。

米
仏
英
と
同
水
準

　

ま
ず
、
法
人
税
率
あ
る
い

は
法
人
実
効
税
率
に
つ
い
て

で
あ
る
（
法
人
実
効
税
率
と

い
う
の
は
、
法
人
税
、
法
人

事
業
税
な
ど
法
人
の
負
担
す

る
税
総
額
の
所
得
に
対
す
る

比
率
の
こ
と
で
あ
る
。
念
の

た
め
）。

　

財
務
省
作
成
の
資
料
に
よ

る
と（
図
表
３
）、
日
本
の
法

人
税
率
（
国
税
）
は
、
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
来
年

度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
法

人
減
税
が
行
わ
れ
か
ね
な
い

状
況
に
あ
る（
図
表
２
）。

　

法
人
減
税
が
な
ぜ
必
要
な

の
か
。各
党
の
主
張
や「
新
成

長
戦
略
」
の
記
述
な
ど
を
見

る
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
三

つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
日
本
の
法
人
税

先
の
参
議
院
選
挙
に
お
い

て
、
民
主
党
が
主
張
し
、
自

民
党
、
公
明
党
が
主
張
し
、

か
つ
、
み
ん
な
の
党
も
主
張

し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
政
府
も
、
６
月
に
閣
議

決
定
し
た
「
新
成
長
戦
略
」

に
お
い
て
、「
法
人
実
効
税
率

を
主
要
国
並
み
に
引
き
下
げ

る
」
と
の
方
針
を
示
し
て
い

　

財
政
悪
化
を
く
い
止
め
る

た
め
に
、
あ
る
い
は
社
会
保

障
制
度
を
良
く
す
る
た
め

に
、「
最
悪
の
選
択
」で
あ
る

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
代

え
て
、
ど
の
よ
う
な
選
択
を

す
べ
き
で
あ
る
か
、
そ
の
問

題
に
入
る
前
に
、
法
人
減
税

に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　

法
人
減
税
に
つ
い
て
は
、

山家　悠紀夫 氏（暮らしと経済研究室主宰）
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財源を考える財源を考える－－消費増税と法人減税消費増税と法人減税
　

民
主
や
自
民
、
新
政
党
な
ど
が
消
費
増
税
を
主
張
し
、
国
民
に
負
担
を
押
し
付
け
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
民
主
党
は
法
人
税
の
大
幅
減
税
を
打
ち
出
し
、
自
公
政
権
時
代

の
大
企
業
優
遇
の
政
治
に
大
き
く
舵
を
切
り
始
め
た
。
消
費
増
税
と
法
人
減
税
で
財
政
を
立

て
直
せ
る
の
か
、
社
会
保
障
に
ふ
さ
わ
し
い
財
源
の
あ
り
方
は―

―

。
財
政
の
専
門
家
で

「
暮
ら
し
と
経
済
研
究
室
」
主
宰
の
山
家
悠
紀
夫
氏
に
解
説
し
て
も
ら
う
。

最
悪
の
選
択
、消
費
税
増
税

最
悪
の
選
択
、消
費
税
増
税

やんべ・ゆきお　1940年愛媛県生
まれ。神戸大学経済学部卒業後、
㈱第一銀行入行。㈱第一勧銀総合
研究所専務理事、神戸大学大学院
教授を経て、2004年から現職。

（資料出所）各党ホームページ等

（図表２）　政府と主な政党の法人減税論

政　府
「新成長戦略」
2010年６月
閣議決定

日本に立地する企業の競争力強化と外資系
企業の立地促進のため、法人実効税率を主
要国並みに引き下げる。

民主党 参議院選挙時の
マニフェスト　

法人税制は…国際競争力の維持、強化、対
日投資促進の観点から見直しを実施する。

自民党 同　上
国際的整合性の確保及び国際競争力強化の
観点から、法人税率を国際標準の20％台に
減税する。

公明党 同　上
法人税の税率を引き下げ、わが国企業の投
資余力を増やし、競争力を強化するととも
に、内外の企業の投資を促進する。

みんなの党 同　上 法人税（実効税率ベース）を20％台に減税。

（図表１）　収入の少ない世帯ほど、消費税負担率は高い

（注）１．勤労者世帯を年間収入の少ない順に10％ずつ、10にグループ
　　　　　分け。Ⅰが最も収入の少ない、Ⅹが最も収入の多いグループ
　　　２．総務省「家計調査」（2007年）をもとに推計したもの
（資料出所）財務省ホームページ
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（図表3）法人所得課税の実効税率の国際比較
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必
要
も
な
く
、効
果
も
乏
し
い
法
人
減
税

必
要
も
な
く
、効
果
も
乏
し
い
法
人
減
税

ス
と
ほ
と
ん
ど
同
水
準
で
あ

る
。
自
民
党
の
「
法
人
税
率

を
国
際
標
準
の
20
％
台
に
」

な
ど
と
い
う
主
張
は
、
た
ち

ま
ち
に
し
て
そ
の
根
拠
を
失

う
。
法
人
税
率
の
国
際
標
準

は
30
％
と
言
っ
て
良
く
、
日

本
は
い
ま
そ
こ
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　

次
に
、
法
人
実
効
税
率
に

つ
い
て
見
る
と
、
日
本
と
ア

メ
リ
カ
が
40
％
台
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
主
要
国
が
30
％
前
後
、

と
い
う
水
準
に
あ
る
。
こ
こ

で
も
、「
新
成
長
戦
略
」
の

い
う
「
法
人
実
効
税
率
を
主

要
国
並
み
に
引
き
下
げ
る
」

と
い
う
方
針
は
意
味
不
明
の

も
の
と
な
る
（
日
本
政
府

は
、
ア
メ
リ
カ
を
「
主
要

国
」
と
は
見
な
し
て
い
な
い

の
か
？
）。

　

要
す
る
に
、
日
本
の
法
人

税
そ
し
て
法
人
実
効
税
率
を

主
要
国
と
比
較
し
て
言
え
る

こ
と
は
、
日
本
の
法
人
実
効

税
率
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ

り
は
高
い
、
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

↖


